青山荘　　フェイスシート

　　　　　平成23年　6月　20日（月）　担当：須々田　珠実

	入　所　者
	氏　名　　松川　順子　　　様　　　　　男・女　　　　昭和53年　5月　31日生（33歳）

	
	住　所　〒039-1104　　八戸市大字田面木字赤坂35-35　　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成8年12月頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約14年

	
	入院回数
	　　　3回　　
	延べ入院年数
	　　　　約2年10ヶ月　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	火曜日（週　1　回）

	医療区分
	国民健康保険

（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	2,500円
	有・無（2級）

	経済状況
	障害基礎年金（月額6万6千円）

年金遡及請求から4万円　　　　　　　月額合計106,000円程

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	青山荘・青南病院デイケア

	住まいの場
	青山荘入所中

	入所年月日
	Ｈ20年　9月　31日
	身長
	159cm
	体重
	54.0kg

	最終学歴
	八戸工業大学第二高等学校（2年時中退）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	松平病院関連施設において、クリーニングの作業やウェイトレスの経験あり。約4年（詳細不明）
	

	保　護　者
	氏　　名　　松川　敏雄　　　様　　　　　　　続柄　　父　　（同居・否）

	入所目的

単身生活に必要な生活技術を獲得し自立した生活を送る。

	入院・治療歴

①平成8年12月28日　 ～　　平成10年3月31日　　　入院　　　松平病院　　　統合失調症

②平成10年3月31日　 ～　  平成18年8月30日　 　 通院　　　松平病院　　　統合失調症

③平成18年9月11日 　～　　平成20年4月21日 　　 入院　　　松平病院　　　統合失調症

④平成20年4月21日　 ～　　平成20年9月30日　　　入院　　　青南病院　　　統合失調症

	

	生活歴

八戸市にて同胞2名第1子長女として出生。白鴎小学校・白銀中学校を経て八戸工業第二高等学校へ進学。学校へ馴染めないことから高校2年時に中退。以後、日常生活全般は父親から援助を受けて自宅で無為に過ごす。平成8年（18歳頃）父親に対して包丁を投げる行為があり、12月26日松平病院を受診、同年12月28日入院となる。退院後は、職に就くが対人関係の問題から4ヶ月で退職する。平成12年頃よりデイケア通所し、本人希望で入所授産施設ベル・エポックへ入所し、クリーニングや厨房の作業を行う。その後、カフェレストラン「茶居花」へ就職する。平成17年8月5日よりグループホーム「チェリーハウス」に入居する。平成18年9月頃より、生活リズムが崩れ、平成19年9月11日松平病院2回目の入院となる。入院加療により、症状軽快して、主治医より治療環境変更を勧められる。本人より生活訓練施設「青山荘」への入所希望があり、平成20年4月8日当院受診。青山荘入所に向け病状の安定化・生活リズムの改善を図るため、平成20年4月21日当院入院となる。平成20年5月16日青山荘の体験利用を行う。体験利用時は、緊張している様子が見られている。その後、本人体調不良の為、青山荘体験利用は延期となっている。入所までに8回の体験利用を行い、平成20年9月31日青山荘入所となっている。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 昨年4月まで、家族援助で生活費85,000円を父様が毎月持ってきていた。同時期から生活保護受給再開の予定であったが、八戸福祉事務所から預金があるとの指摘を受け、預金がなくなるまでは生活保護停止ということになった。これを機会に世帯分離している。

· 月に何度か本人が自宅へ電話をかけているが、父様は連絡がないと心配になるとのことで、定期的な連絡を希望している。

· 母様とは電話でのやり取り、外泊時の交流がある程度。

· 妹様とは直接連絡をとっておらず、主に父様を通して情報を得ている様子。

· 盆、正月は外泊している。


	氏　名
	　松川　順子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和53年　5月　31日（33歳）


平成　23年 6月 20日（月）

	長期・短期目標

	長期目標：単身生活をするために、生活技術の習得を図る。 

短期目標：9月末退所に向け、単身生活を想定した生活リズムを確立する。


	これまでの経過　（前回評価日：平成23年1月17日）

	前回の問題点

①健康管理（不調の訴え、対処方法）

昨年8月末の処方変更まで、食事摂取や活動中に不調を訴え自室静養を行う事が度々あり、服薬調整と同時に不調時の対処を取っていた。対処方法として、職員に不調を訴える、静養を取る、時間調整して服薬を行うことは自分で行うことができる。処方変更後、現在まで不調の訴えはなくなっている。昨年12月から自己服薬管理行っており、忘薬・誤薬はない。

②日中活動について

デイケアへの週4日の通所（外来受診日は休み）は用事での欠席以外継続できている。昨年1月から週1回の自炊を開始し、現在は週2回となっている。休日は市内デパートへ外出し、ＣＤや雑誌等、余暇を充実させるものや、衣類、日用品、家電（ＣＤラジカセ）などを購入してくることがある。余暇はテレビ観賞、ＣＤ、ラジオ鑑賞、読書をしており、買い物の機会が増えた事で、以前よりも余暇の充実が見られている。

③整容面、日課について

朝、慌てて起床し寝癖がついたままで日課を行っている事、自室は布団が敷かれたままになっており、乱雑に私物が置かれた状態になっていることは継続して声掛けが必要となっている。産毛の処理や理容店への外出、布団カバーの洗濯、布団干しなど、自主的に行えるようになってきていることもある。

朝の起床について、自炊の日は早めの起床もあるが7時過ぎに起床することが殆どである。また、デイケア通所や外来への外出が時間間際となっており、遅れて外出する事もあるため声掛け要している。

その他、現在の生活状況

【金銭管理】

　昨年4月に年金受給要件を調べるよう八戸市福祉事務から依頼有り、年金事務所で調査したところ、受給要件があることが判明、年金請求行った。10月から年金受給開始となり、遡及請求分のうち、生活保護への返還

金を除く99万円程が手元に残る事となった。福祉事務所との話し合いで遡及請求残金は生活費に充当して使用し、約3年間は生活保護廃止となる見込み。

　月始めの入所料支払い時に生活費を引き出しし、必要経費に仕分けして使用している。計画的に金銭の自己管理を行うため、昨年10月から家計簿記入を始めている。記入方法、残金とも正確にできている一方、休日外出時に小遣い不足し、通帳から引き出していることもあり、使用状況の確認、指導行っている。

　また、8月と10月父様から面会時に1万円を貸している。その後返済は行われている。
1月より、訪問看護を月1回利用している。今後、青明舎登録行い、単身生活後の相談場所としての利用や行事参加、金銭管理支援での利用を検討している。

　




	問題点
	介入方法
	支援期間

	①金銭管理
	・生活費の内訳を明確にし、適切な管理ができているか定期的に家計簿、現金の使用状況を確認する。

　

・通帳自己管理となる事で、浪費傾向となる可能性もある。通帳から引き出す場合、その都度引き出す必要があるか確認するよう習慣づける。
	3ヶ月

	②生活リズム

（時間に合わせた行動）
	· デイケア、外来受診時は時間前行動ができるよう、外出時間を設定する。（日課も同様）

· 上記が困難であれば、理由と改善方法を面談にて確認し、実行していく。

· デイケアでも時間前行動を行うよう介入の協力を依頼する。
	3ヶ月

	
	③自炊訓練

（回数、自炊内容の検討）
	· 青山荘退所後の食事作りを想定し、朝食自炊、夕食自炊の練習を継続して行く。

· 本人の負担にならないようなメニューの選択、レパートリーを検討する。惣菜等を利用し、全て調理しなくても、単独で準備できるような習慣づけを図るる。


	3ヶ月





母（64）


統合失調症


（自宅療養中）
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妹（32）　八戸市在住





父（71）


無職











本人（33）














